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【手続補正書】
【提出日】令和2年2月7日(2020.2.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組み換えキメラＰ－セレクチン糖タンパク質リガンド－１（ＰＳＧＬ－１）タンパク質
であって、
　少なくとも：配列番号１１（成熟ＰＳＧＬ－１配列）の少なくともａａ５～１６を含む
セレクチン結合ドメイン、配列番号１２（神経網膜特異的なロイシンジッパー）のａａ１
８７～２０８と少なくとも９０％相同または同一のアミノ酸配列を含むロイシンジッパー
ドメイン、および、ジスルフィド結合促進領域を含む、
組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質。
【請求項２】
　請求項１に記載の組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質であって、
　前記セレクチン結合ドメインは、配列番号１１（ＰＳＧＬ－１配列）の少なくともａａ
１～４７を含む、
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組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質。
【請求項３】
　請求項１に記載の組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質であって、
　前記ロイシンジッパーは、配列番号１２のａａ１８１～２１５と少なくとも９０％相同
または同一のアミノ酸配列を含む、
組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質であっ
て、
　前記ジスルフィド結合促進領域は、以下の一般式：
　（Ｘ１）ｎ－Ｃ（Ｘ２）ｍ－（Ｘ３）
　によって定義されるアミノ酸配列を含み、
　ここで：
　－Ｘ１、Ｘ２は、システイン（Ｃｙｓ）を除く任意のアミノ酸またはアミノ酸配列を表
わし、
　－Ｃは、Ｃｙｓであり、
　－Ｘ３は、任意のアミノ酸であり、および
　－ｎ、ｍは、１～６からなる整数である、
組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質。
【請求項５】
　請求項４に記載の組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質であって、
　－Ｘ１は、好ましくは、プロリン、ヒスチジンまたはトレオニンを含み；
　－ｎは、最大で５であり、および
　－Ｘ２は、少なくとも１つのプロリンを含む、
組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質。
【請求項６】
　請求項５に記載の組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質であって、
　－Ｘ２は、Ｐｒｏ－Ｐｒｏであり；
　－Ｘ３は、システインおよび少なくともプロリンを含む、
組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質。
【請求項７】
　請求項６に記載の組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質であって、
　前記ジスルフィド結合促進領域は、ＩｇＧ１ヒンジ領域（配列番号２０）である、
組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質であっ
て、
　少なくともリジン（ＬｙｓまたはＫ）またはシステイン（ＣｙｓまたはＣ）を含むポリ
グリシンスペーサーをさらに含む、
組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質。
【請求項９】
　請求項８に記載の組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質であって、
　前記スペーサーは、配列番号１７である、
組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質。
【請求項１０】
　少なくともジスルフィド結合によって互いに共有結合された請求項１から９のいずれか
一項に記載の２つの組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質を含む、
二量体タンパク質。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の二量体タンパク質であって、
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　ホモ二量体である、
二量体タンパク質。
【請求項１２】
　請求項１から９のいずれか一項に記載の組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質であっ
て、
　分泌するのに、および、分泌前に切断されるのに、適切なシグナルペプチド配列をさら
に含む、
組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質。
【請求項１３】
　請求項１４に記載の組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質であって、
　前記シグナルペプチドは、配列番号１８および配列番号２１～３４からなる群より選択
される、
組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質。
【請求項１４】
　請求項１２から１３のいずれか一項に記載の組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質で
あって、
　前記シグナルペプチドは、マウスＩｇＨシグナルペプチド（配列番号１８）である、
組み換えキメラＰＳＧＬ－１タンパク質。
【請求項１５】
　請求項１から９および１２から１４のいずれか一項に記載の組み換えキメラタンパク質
をコードするＤＮＡ配列であって、
　配列番号１１（成熟ＰＳＧＬ－１配列）の少なくともａａ５～１６を含むセレクチン結
合ドメイン、配列番号１２（神経網膜特異的なロイシンジッパー）のａａ１８７～２０８
と少なくとも９０％相同または同一のアミノ酸配列を含むロイシンジッパードメイン、お
よび、ジスルフィド結合促進領域を含む、
ＤＮＡ配列。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のＤＮＡ配列を含む、
　真核生物発現ベクター。
【請求項１７】
　請求項１５に記載のベクターまたはＤＮＡで形質転換された、
哺乳類細胞。
【請求項１８】
　請求項１から１４のいずれか一項に記載の、
単離されたタンパク質。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の単離されたタンパク質であって、
　配列番号１１の少なくとも１６位のＴｈｒがＯ－結合型グリコシル化されて、少なくと
も５位、７位および１０位のＴｙｒが硫酸化された、ホモ二量体である、
単離されたタンパク質。
【請求項２０】
　請求項１から１４または１８から１９のいずれか一項に記載の組み換えタンパク質、お
よび、診断的または治療的部分を含む、
コンジュゲート化合物。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のコンジュゲートであって、
　前記の診断的に有用な部分は、放射ラベル、酵素、蛍光ラベル、発光ラベル、金属キレ
ート化合物、ガス充填脂質微小胞、および、前記の診断的に活性の部分の組み合わせから
なる群より選択される、
コンジュゲート。
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【請求項２２】
　請求項２１に記載のコンジュゲートであって、
　前記のガス充填微小胞の脂質は、リン脂質である、
コンジュゲート。
【請求項２３】
　請求項２０から２２のいずれか一項に記載のコンジュゲートであって、
　超音波、磁気共鳴、光音響、シンチグラフィー、単一光子放出型コンピュータ断層撮影
（ＳＰＥＣＴ）、陽電子放射断層撮影（ＰＥＴ）、Ｘ線、無線周波聴覚および視覚からな
る群において選択されるイメージング方法での使用のための、
コンジュゲート。
【請求項２４】
　請求項１から１４のいずれか一項に記載の組み換えキメラタンパク質または請求項２０
から２３のいずれか一項に記載のコンジュゲートを含む、
医薬組成物。
【請求項２５】
　請求項１から１４のいずれか一項に記載の組み換えタンパク質を調製する方法であって
、
　前記キメラタンパク質を安定して発現する組み換え系を達成するために、請求項１５の
ＤＮＡ配列または請求項１６のベクターによって真核生物細胞を形質転換するステップ、
前記培養培地を採取するステップ、および、前記培養培地から前記組み換えタンパク質を
精製するステップを含む、
方法。
【請求項２６】
　セレクチンの過剰発現によって特徴付けられる病理学的状態の診断イメージングのため
の方法であって、
　請求項２０から２２のいずれか一項に記載のコンジュゲートまたは請求項２４に記載の
医薬組成物を対象に事前投与するステップ、および、超音波、磁気共鳴、光音響、シンチ
グラフィー、単一光子放出型コンピュータ断層撮影（ＳＰＥＣＴ）、陽電子放射断層撮影
（ＰＥＴ）、Ｘ線、無線周波聴覚および視覚からなる群において選択されるイメージング
方法により画像を記録するステップを含む、
方法。
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